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「セーフコミュニティ」は、みなさんの身近に起こっている のことです。

「事故やけがは偶然に起こるのではなく、原因を調べ対策を行うことにより、予防できる！」という考えのもと、

です。

鹿児島市では、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨するセーフコミュニティに取り組み、 しました。

鹿児島市 市民局 危機管理部 安心安全課 セーフコミュニティ推進係（市役所東別館３階）
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「セーフコミュニティ」について詳しく知りたい方は、

市ＨＰをご覧ください♪♪
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夫婦間・恋人間でのトラブルにお困りの方は、お気

軽に男女共同参画センターへご相談ください。

男女共同参画推進課 ８１３－０８５２

（FAX：８１３－０９３７）

ＤＶリーフレット（カードサイズ）

幅広い年代の方が手に取り

やすいようイラストを工夫！

パープルリボン街頭キャンペーン

女性に対する暴力をなくす運動期間（11/12～11/25）
今年度も11/12(日)にイオンモール鹿児島でパープルリ

ボン街頭キャンペーンを実施予定！

カードサイズのＤＶリーフレットなどを配布し、ＤＶ防止の

ための情報提供及び啓発を行います。

市や県、警察等の市内の相談窓口に寄せられた相談件数は平成

26年度以降毎年増加しており、平成28年度は約5,000件の相談があ

りました。

ＤＶの正しい理解と気付きの促進、若年者に対する予防啓発の充

実に取り組みましょう！

発表者：森 司朗氏

（セーフコミュニティ自殺予防対策委員長）

題：「みんなで取り組む自殺予防対策」

～ 自殺予防対策は、生きる支援 ～

○鹿児島市の自殺の現状と課題

自殺対策は、

「いのちを支える“生きる支援”」

であり、市民一人ひとりの気づきと

見守りのもと、地域・社会全体で

取組むことが大切です！

●一人ひとりの大切な命が、毎年100人前後 自殺でなくなっています。

これは、この6年間の交通事故死亡者数を比べると、約3.6倍多い数になります。

この現状を知っている人は１割にもみたない。

●自殺の原因は、「健康問題」、「経済・問題」が多く、

「経済・生活問題」の中で「負債」が原因の自殺者が多い。

●自殺を考えた時に、相談していない人が多く、

相談できる場所を知っていた人は３４％にすぎない。

○セーフコミュニティの４つの取組

①さまざまな分野の関係団体などと一緒に、

9月の自殺予防週間や3月の自殺対策強化月間に

合わせて、自殺予防の普及啓発を行っているほか、

②悩んでいる人に気づき、声をかけ、

話を聞いて、必要な人に支援をつなげ、見守る

「ゲートキーパー」養成講座を開催しています。

③相談しやすい場所として、28年度から、

9月の自殺予防週間中に中央駅前のキャンセビル

7階のよかセンターで夕方18時～20時半まで

自殺予防対策委員会の委員による、連携した

相談会を実施しています。

④鹿児島市の無料相談窓口を記載したカードを作成し、

より対象者が手に取り、利用しやすいように、

記載内容のさらなる充実と設置場所・配布方法等を

工夫しながら、相談窓口の周知を図っています。

28年度の様子

問合せ先の見やすいよ

うにレイアウトを工夫！

文字を大きく！

今年度リニューアルしました！


